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１．なぜ小田原の観光でeスポーツなのか

２．今後の実施内容ついて

３．今後の展望について

今日、お話すること
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なぜ観光でeスポーツなのか？
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小田原市のこれまでの観光

【小田原城に関連する歴史】

風魔忍者/一夜城/総構etc

【食】

かまぼこ/梅干し/地魚etc

【伝統産業】

小田原ちょうちん/鋳物etc

【その他歴史】

二宮尊徳/北条氏/北原白秋etc

【偉人】

邸園文化/鎌倉時代etc

小田原城を中心とした歴史観光
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若年層

令和2年度小田原の観光資源に関するマーケティング調査の結果、
若年層の小田原観光のイメージは・・・

「特にイメージは無い」・「小田原城以外に魅力が無い」
「街に活気がない」・「娯楽がない」

という意見が多い

課題解決のために

小田原城を中心とした歴史観光ではない
若年層に訴求力のある新たなコンテンツが必要

若年層に訴求力があり、年齢、性別、障がいの有無関係なく多くの人が
参加可能であり、新たな産業の創出の可能性を秘めている”e-sports”に着目

取組背景
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プレイベント：eスポーツ小田原の陣～ぷよぷよ体験会～

日時：令和４年２月１１日開催
場所：小田原三の丸ホール展示室
主催：小田原市観光協会・小田原市
協力：㈱NTTe-sports

まずはe-sportsの認知、集客力を把握するためファミリーをターゲットとした

来場者数：５００人（関係者含む）

アンケート結果より・・・

これまでの取り組み

興味を持った ／ プロの技を初めて見て感動した。また催してほしい ／ 子供から大人まで楽しめ、国も問わないこのようなイベントは
とても良い ／ 天候が良ければ、お城の広場などで開催してくれると盛り上がると思う
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これまでの

歴史観光
新たな

eスポーツ

新たな小田原の
観光誘客コンテンツの創出

融合

更に新しいムーブメントへの拡大

高校生の部活/新たな仕事に触れる可能性 eスポーツに関連した起業/移住

教育 起業 福祉
認知予防
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今後の実施内容について
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いざeスポーツを本格的に楽しもうとしても、準備に中々費用が
掛かってしまうゲーミングPCやマウスなどのeスポーツに必要な機材
一式を“おだわらイノベーションラボ”に整備し、eスポーツの発信拠点
として無料開放します！

◆ 期 日 ：令和４年12月頃から（予定）
◆ 場 所 ：おだわらイノベーションラボ
◆ 開 放 日 ：毎週水曜日 16：00～20：00
◆ 対 象 者 ：15歳（高校生）以上
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eスポーツを始める”きっかけ”をつくることを目的として、小田原市の
eスポーツ発信拠点であるおだわらイノベーションラボにおいて高校生
を対象にeスポーツ体験会、交流会、講演会等を無料にて実施します。

◆ 期 日 ：令和5年1月以降の土曜日または日曜日
（毎月1回程度）

◆ 場 所 ：おだわらイノベーションラボ
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人気歴史シミュレーションゲーム『信長の野望』とコラボし、
市内の様々な観光スポットを巡るデジタルスタンプラリーを実施します。
デジタルスタンプラリーでは、そのポイントに応じたプレゼントや
キャンペーンを実施する予定です。

◆ 期 日 ：令和5年2月頃から1カ月程度

◆ コラボタイトル：信長の野望・新生

©2022 コーエーテクモゲームス All rights reserved.
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小田原市の主催としては初のeスポーツ大会を小田原城にて開催します。
大会もプロの実況やMCがつき、普段見ることのできない雰囲気を味わう
ことができますので、ゲームをしない方も、手に汗握るその熱狂感を
オフラインでお楽しみいただけます。

◆ 期 日 ：令和5年3月18日（土）～3月19日（日）
◆ 場 所 ：小田原城址公園二の丸広場及び銅門広場
◆ 大会タイトル：ポケモンユナイト
◆ 大 会 形 式 ：第一部 自由参加型eスポーツ大会

第二部 事前申込制トーナメント大会

©2021 Pokémon. ©1995-2021 Nintendo/Creatures Inc./
GAME FREAK inc. ©2021 Tencent.
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今後の展望について
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• 各地域や自治会などで自主的にeスポーツ大会が開催される。

• eスポーツを使った観光やビジネスが生まれる。

• 2022年のeスポーツの取組の努力の成果が実る。

• 小田原市の新たな魅力としてeスポーツが活用される。

• eスポーツを通じて市外、県外との連携が広がり始める。

• eスポーツに誰もが参加しやすくなるよう、できるだけ間口を広げる。

• eスポーツをきっかけに観光客や市民の皆さんを集める。

• 小田原市にeスポーツを根付かせるための地域連携を強化する。

今年限りの施策ではありません。

中長期的な視点で定着と発展を目指します！
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